






① 請求者名義の振込口座が分かるもの

② 本人確認書類（運転免許証等）

③ 請求者と配偶者等の個人番号のわかるもの(マイナンバーカード等)　

④ 請求者の健康保険情報が分かるもの

公務員の場合は、勤務先から児童手当が支給されます。

児童手当

▼児童手当の支給額

3歳未満 15,000円

▼児童手当の支払時期

▼認定請求に必要なもの

▼公務員の場合

以下の場合は、その翌日から15日以内に市と勤務先に必ず届出・申請を行ってください。

○受給者が公務員になった場合

○退職等により公務員でなくなった場合

○公務員ではあるが、勤務先の官署に変更がある場合

▼問合せ先 こども課　　 TEL 0984-23-1278

　児童手当は、家庭等における生活の安定に寄与するとともに、次世代の社会を担う児童の健
やかな成長に資することを目的として、高校生年代（18歳到達後最初の3月31日）までの児
童を養育している方に支給されます。手当を受け取るには、認定請求書（申請）を原則、出生
日や転入日の翌日から15日以内に提出する必要があります。

支給対象年齢区分
児童手当の額

（１人当たり月額）

第3子以降 30,000円
3歳以上
高校生年代まで

10,000円

※児童手当の額については、対象となる児童の年齢や人数等により決定します。
※児童手当は、児童を養育している父母等のうち、家計の中心となっている（所得が高い）方が受給者
（請求者）となります。
※｢第3子以降｣とは、受給者が養育する子で、22歳到達後最初の3月31日までにある子から数えて3番
目以降の児童をいいます。
※進学や就職、同居や別居、婚姻等を問わず、当該子の監護に相当する日常生活上の世話及び必要な保
護並びにその生計費の相当部分の負担が受給者によって行われている場合は、第3子加算の算定対象と
なります。18～22歳年度末の子を算定対象とするには、確認書の提出が必要です。

　原則として、偶数月（2月、4月、6月、8月、10月、12月）の10日に、それぞれの前月
分までの手当を支給します。(10日が金融機関が休業日になる場合は、その前の営業日となり
ます。）
　なお、児童手当の支給は、認定請求した日の属する月の翌月分から開始されます。ただし、
出生日や転入した日（異動日）が月末に近い場合、申請日が翌月になっても、異動日の翌日か
ら15日以内であれば、申請月分から支給します。
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